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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ＣＲＴや液晶テレビジョン等の各種ディスプレイの前面板等に使用される、耐擦
傷性、透明性に優れた硬化樹脂から成る表面層を有し、低吸湿性であって、吸湿による変
形を抑制した低吸湿層を備えた、かつ各層の密着性に優れた、傷付き性や、吸湿性を改善
した、アクリル樹脂をコア層とする積層体を提供する。
【解決手段】アクリル系樹脂基材の少なくとも一面に低透湿層を有し、該低透湿層上に硬
化性混合物を硬化させてなる硬化層を有する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクリル系樹脂基材の少なくとも一面に低透湿層を有し、該低透湿層上に硬化性混合物
を硬化させてなる硬化層を有する樹脂積層体。
【請求項２】
　前記低透湿層が４０℃、９０％相対湿度における透湿度が１００ｇ／（ｍ2・ｄａｙ）
以下である請求項１記載の樹脂積層体。
【請求項３】
　前記低透湿層が塩化ビニリデンを含む単量体を重合して得られる重合体を含む請求項１
又は２記載の樹脂積層体。
【請求項４】
　前記低透湿層がフッ化ビニリデンを含む単量体を重合して得られる重合体を含む請求項
１又は２記載の樹脂積層体。
【請求項５】
　前記低透湿層が式（１）で示される化合物を含む単量体を重合して得られる重合体を含
む請求項１又は２記載の樹脂積層体。
【化１】

(式中、Ｒは水素原子又はメチル基を示す。)
【請求項６】
　硬化層が紫外線により硬化性混合物を硬化されて形成されたものである請求項１から５
のいずれか記載の樹脂積層体。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか記載の樹脂積層体を表示部の保護部材として有する表示装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、透明性、耐擦傷性、各層の密着性に優れ、更に、吸湿による形状変化が小さ
く、ディスプレイの前面板の保護部材として好適な樹脂積層体や、これを用いた表示装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アクリル樹脂は工業用資材、建築用資材等として広く各分野に使用され、透明性と耐衝
撃性に優れることから、ＣＲＴや液晶テレビ等の各種ディスプレイの前面板等にも使用さ
れている。しかし、他の樹脂と同様に、アクリル樹脂はガラスと比較して柔軟なため、引
掻き等による傷が発生し易い場合がある。また、アクリル樹脂は吸水性が高く、特にその
表裏で吸湿挙動に差が生じるディスプレイ前面板に適用した場合、吸湿による反り等の形
状変化が生じやすいという問題を抱えている。
【０００３】
　アクリル樹脂成形体の耐擦傷性を向上する方法としては、多官能（メタ）アクリレート
等の多官能性単量体を用い、架橋樹脂層をアクリル樹脂成形体の表面に形成することが知
られている。しかし、該積層体は耐擦傷性は十分なものの、吸湿によって形状変化しやす
い。
【０００４】
　一方、アクリル樹脂基材の吸湿による変形を低減する方法が提案されている。例えば、
アクリル樹脂層とフッ化ビニリデン樹脂を含む樹脂層を共押出成型により積層した樹脂板
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が提案されている（特許文献１）。しかしながら、この積層体は耐擦傷性が不十分である
。
【特許文献１】特開２００４－３０６６０１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、耐擦傷性、透明性に優れた表面層を有し、低吸湿性であって、吸湿に
よる変形を抑制し、各層の密着性に優れた樹脂積層体を提供することにある。また、耐擦
傷性に優れ、吸湿による変形が抑制された表示部を有する表示装置を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、アクリル系樹脂基材の少なくとも一面に低透湿層を有し、該低透湿層上に硬
化性混合物を硬化させてなる硬化層を有する樹脂積層体に関する。
【０００７】
　また、本発明は、前記樹脂積層体を表示部の保護部材として有する表示装置に関する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の樹脂積層体は、耐擦傷性、透明性に優れた表面層を有し、低吸湿性であって、
吸湿による変形を抑制し、各層の密着性に優れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明の樹脂積層体は、アクリル系樹脂基材の少なくとも一面に低透湿層を有し、該低
透湿層上に硬化性混合物を硬化させてなる硬化層を有する。
【００１０】
　上記アクリル系樹脂基材としては、アクリル酸及びその誘導体、例えば、アクリル酸エ
ステル、アクリルアミド、アクリロニトリル、メタクリル酸、メタクリル酸エステル等を
重合して得られるアクリル系樹脂から構成される基材であれば、何れも適用することがで
きる。これらのうち、透明性、耐候性の観点から、ポリメチルメタクリレート、メタクリ
ル酸メチル単位を主構成成分とする共重合体、スチレン－メチルメタクリレート共重合体
等の基材を好ましいものとして挙げることができる。
【００１１】
　上記アクリル系樹脂基材は、着色剤や光拡散剤、その他必要に応じて所望の機能性を負
荷する添加剤を含有していてもよい。
【００１２】
　アクリル系樹脂基材の形状としては、フィルム状、板状等いずれであってもよいが、例
えば、厚さ０．１ｍｍ～１０ｍｍ程度の板状であってもよい。
【００１３】
　上記アクリル系樹脂基材の成形方法としては特に限定されず例えば、押出成形、射出成
形、注型成形等が挙げられる。
【００１４】
　次に、低透湿層について説明する。低透湿層はアクリル系樹脂基材の少なくとも一面に
設けられ、アクリル樹脂基材が吸湿により変形するのを抑制する機能を有する。
【００１５】
　上記低透湿層の材質としては、塩化ビニリデン、フッ化ビニリデン、後述の式（１）で
表される化合物の少なくともいずれかを含む単量体を重合して得られる重合体を含むこと
が好ましい。かかる材質の低透湿層はアクリル系樹脂基材及び後述する硬化層との密着性
に優れ、コロナ処理やプラズマ処理等の密着性向上のための処理や、これらの層間にプラ
イマー層を設けることを不要とする。
【００１６】
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　塩化ビニリデンを含む単量体を重合して得られる重合体（以下、「塩化ビニリデン重合
体」ともいう。）としては、塩化ビニリデンと共に、これと共重合可能な単量体、例えば
、（メタ）アクリル酸、（メタ）アクリル酸エチル等の（メタ）アクリル酸エステル、酢
酸ビニル、塩化ビニル、アクリロニトリル等と共重合して得られる共重合体が好ましい。
【００１７】
　これらの共重合体における塩化ビニリデン単位と他の単量体単位との組成比としては、
６０／４０～９８／２（質量ベース）とすることが好ましい。
【００１８】
　フッ化ビニリデンを含む単量体を重合して得られる重合体（以下、「フッ化ビニリデン
重合体」ともいう。）としては、フッ化ビニリデン単独の重合体であってもよいが、フッ
化ビニリデンと共に、これと共重合可能な単量体、例えば、ヘキサフルオロプロピレン、
テトラフルオロエチレン等と共重合して得られる共重合体でもよい。
【００１９】
　これらの共重合体において、フッ化ビニリデンを主単位とすることが好ましく、フッ化
ビニリデン単位と他の単量体単位との組成比としては、８０／２０～９５／５（質量ベー
ス）とすることが好ましい。
【００２０】
　式（１）で表されるトリシクロ環化合物を含む単量体を重合して得られる重合体（以下
、「トリシクロ環化合物重合体」ともいう。）としては、式（１）で表されるトリシクロ
環化合物単独の重合体であってもよい。式（１）で表される化合物は、１分子中にトリシ
クロ環と２個の（メタ）アクリロイルオキシ基を有する。式中、Ｒは水素原子又はメチル
基を示す。
【００２１】
【化１】

【００２２】
式（１）で示される単量体としては例えばＫＡＹＡＲＡＤ　Ｒ－６８４（日本化薬（株）
製）等を適用することができる。
【００２３】
　更に、トリシクロ環化合物重合体としては、式（１）で表される化合物と共重合可能な
単量体と共重合して得られる共重合体でもよい。共重合可能な単量体としては、例えば、
シクロヘキシル（メタ）アクリレート、４－ｔｅｒｔ－ブチルシクロヘキシル（メタ）ア
クリレート、ジシクロペンテニル（メタ）アクリレート、ジシクロペンタニル（メタ）ア
クリレート、ジシクロペンテニルオキシエチル（メタ）アクリレート等の分子中に１つの
官能基を有する単量体を挙げることができる。
【００２４】
　これらの共重合体において、式（１）で表される化合物単位と他の単量体単位との組成
比としては、６０／４０～９５／５（質量ベース）とすることが好ましい。
【００２５】
　上記低透湿層は、防湿性を損なわない範囲で、他の機能を付与するための上記以外の樹
脂や、各種添加剤を含有していてもよい。具体的には、滑り性付与のための各種のフィラ
ーや、色調調整のための顔料や染料、帯電防止剤、レベリング剤、導電性無機微粒子、導
電性を有さない無機微粒子、紫外線吸収剤、光安定剤等の添加剤や、アクリル系樹脂等上
記以外の樹脂を含有していてもよい。得られる低透湿層の透明性の観点から、これらの含
有量は低透湿層全体に対して１０質量％以下が好ましい。特に、フッ化ビニリデン重合体
を含有する低透湿層の場合、製膜性の観点からこれらと共に、例えば、アクリル系樹脂等
の他の樹脂を含有することが好ましい。他の樹脂の含有量は、低透湿層全体に対して５～
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５０質量％とすることが好ましい。
【００２６】
　低透湿層の厚さとしては、塩化ビニリデン重合体を含む低透湿層の場合、０．２μｍ以
上、１００μｍ以下が好ましく、より好ましくは０．５μｍ以上５０μｍ以下である。フ
ッ化ビニリデン重合体を含む低透湿層の場合、１μｍ以上、２００μｍ以下が好ましく、
より好ましくは、２μｍ以上、５０μｍ以下である。前記式（１）で表される化合物の重
合体を含む低透湿層の場合、１０μｍ以上、２００μｍ以下が好ましく、より好ましくは
、１５μｍ以上、１００μｍ以下である。低透湿層の厚さがこれらの範囲であれば、充分
な防湿性が得られ、また、透明性が低下するのを抑制することができる。
【００２７】
　低透湿層の厚さは、例えば層断面を微分干渉顕微鏡写真から求めることができる。また
、低透湿層の原料が溶剤等の揮発分を含む場合、乾燥前の塗布重量及び面積からウエット
状態の膜厚を求め、これに固形分濃度をかけて算出することができる。
【００２８】
　このような低透湿層は、４０℃、９０％相対湿度における透湿度が１００ｇ／（ｍ2・
ｄａｙ）以下であることが好ましく、より好ましくは５０ｇ／（ｍ2・ｄａｙ）以下であ
る。低透湿層の透湿度がこの範囲であると、樹脂積層体の変形を抑制することができる。
低透湿層の透湿度をこの範囲とするには、前記塩化ビニリデン重合体、フッ化ビニリデン
重合体、あるいは前記式（１）で表される化合物重合体を含むものであって、前記低透湿
層の厚さを前述の通り適宜調整すればよい。
【００２９】
　上記透湿度は、ＪＩＳ　Ｋ７１２９準拠して測定することができる。
【００３０】
　このような低透湿層を作製するには、上記重合体の原料単量体と、必要に応じて、添加
剤や樹脂を含む混合物を調製し、これをアクリル系樹脂基材上に、コーティング、スプレ
ー、浸漬等により薄膜を形成後、電子線、放射線、紫外線等の活性エネルギー線を照射し
て硬化する方法を挙げることができる。また、混合物を押出成形、成型等により硬化フィ
ルムを成形し、アクリル系基材に接着剤により接着する方法によることができる。また、
アクリル系基材を成形型に配置し混合物を注型し、重合と共にアクリル系基材と一体化し
て作成してもよい。
【００３１】
　低透湿層を作製する他の方法として、原料単量体を重合して得られた重合体の溶液を用
いて、薄膜を形成する方法、あるいは原料単量体を乳化重合して得られた重合体のエマル
ジョンを用いて、薄膜を形成する方法が挙げられる。塩化ビニリデン重合体あるいはフッ
化ビニリデン重合体を含む低透湿層を作製する場合、原料単量体の取り扱い性の観点から
、この方法が好ましい。
【００３２】
　低透湿層を作製するには、原料単量体と、光開始剤とを含む混合物を用いて、薄膜を形
成し、活性エネルギー線を照射して、硬化、重合することが好ましい。前記活性エネルギ
ー線としては、トリシクロ環化合物重合体を含む低透湿層を作製する場合、紫外線が好ま
しい。
【００３３】
　光開始剤としては、例えば、ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチ
ルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベンゾインイソブチルエーテル、アセト
イン、ブチロイン、トルオイン、ベンジル、ベンゾフェノン、ｐ－メトキシベンゾフェノ
ン、２，２－ジエトキシアセトフェノン、α，α－ジメトキシ－α－フェニルアセトフェ
ノン、メチルフェニルグリオキシレート、エチルフェニルグリオキシレート、４，４'－
ビス（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニルプ
ロパン－１－オン等のカルボニル化合物；テトラメチルチウラムモノスルフィド、テトラ
メチルチウラムジスルフィド等の硫黄化合物；２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェ
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ニルフォスフィンオキサイド、ベンゾイルジエトキシフォスフィンオキサイド等のリン化
合物；等を用いることができる。これらは１種又は２種以上を組み合わせて使用すること
もできる。
【００３４】
　光開始剤の添加量は、トリシクロ環化合物混合物全体に対し、０．１質量％以上、１０
質量％以下が好ましい。光開始剤が０．１質量％以上であれば、紫外線照射による重合反
応が良好に進行し、１０質量％以下であれば、低透湿層への着色を抑制することができる
。
【００３５】
　次に、硬化層について説明する。硬化層は上記低透湿層上に設けられ、硬化性混合物を
硬化させてなる層であり、樹脂積層体に耐擦傷性を付与する機能を有する。
【００３６】
　硬化層の材質としては、硬度を有するものであり、ラジカル重合による重合体や、アル
コキシシラン、アルキルアルコキシシラン等の加熱による重合体等を挙げることができる
。
【００３７】
　ラジカル重合による重合体としては、分子中に少なくとも２個の（メタ）アクリロイル
オキシ基を有する化合物の重合体を挙げることができる。分子中に少なくとも２個の（メ
タ）アクリロイルオキシ基を有する化合物としては、例えば、１モルの多価アルコールと
、２モル以上の（メタ）アクリル酸又はその誘導体とから得られるエステルや、多価アル
コールと、多価カルボン酸又はその無水物と、（メタ）アクリル酸又はその誘導体とから
得られるエステルを挙げることができる。
【００３８】
　１モルの多価アルコールと、２モル以上の（メタ）アクリル酸又はその誘導体とから得
られるエステルの具体例としては、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリ
エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、テトラエチレングリコールジ（メタ）アク
リレート等のポリエチレングリコールのジ（メタ）アクリレート；１，４－ブタンジオー
ルジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、１，９
－ノナンジオールジ（メタ）アクリレート等のアルキルジオールのジ（メタ）アクリレー
ト；トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、トリメチロールエタントリ（メ
タ）アクリレート、ペンタグリセロールトリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトー
ルトリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、グリ
セリントリ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、
ジペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールペンタ（
メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、トリペンタ
エリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、トリペンタエリスリトールペンタ（メタ）
アクリレート、トリペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、トリペンタエリ
スリトールヘプタ（メタ）アクリレート等の３官能以上のポリオールのポリ（メタ）アク
リレート；等を挙げることができる。
【００３９】
　多価アルコールと、多価カルボン酸又はその無水物と、（メタ）アクリル酸又はその誘
導体とから得られるエステルとしては、多価アルコールと、多価カルボン酸又はその無水
物と、（メタ）アクリル酸又はその誘導体の好ましい組合せとして、例えば、マロン酸／
トリメチロールエタン／（メタ）アクリル酸、マロン酸／トリメチロールプロパン／（メ
タ）アクリル酸、マロン酸／グリセリン／（メタ）アクリル酸、マロン酸／ペンタエリス
リトール／（メタ）アクリル酸、コハク酸／トリメチロールエタン／（メタ）アクリル酸
、コハク酸／トリメチロールプロパン／（メタ）アクリル酸、コハク酸／グリセリン／（
メタ）アクリル酸、コハク酸／ペンタエリスリトール／（メタ）アクリル酸、アジピン酸
／トリメチロールエタン／（メタ）アクリル酸、アジピン酸／トリメチロールプロパン／
（メタ）アクリル酸、アジピン酸／グリセリン／（メタ）アクリル酸、アジピン酸／ペン
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タエリスリトール／（メタ）アクリル酸、グルタル酸／トリメチロールエタン／（メタ）
アクリル酸、グルタル酸／トリメチロールプロパン／（メタ）アクリル酸、グルタル酸／
グリセリン／（メタ）アクリル酸、グルタル酸／ペンタエリスリトール／（メタ）アクリ
ル酸、セバシン酸／トリメチロールエタン／（メタ）アクリル酸、セバシン酸／トリメチ
ロールプロパン／（メタ）アクリル酸、セバシン酸／グリセリン／（メタ）アクリル酸、
セバシン酸／ペンタエリスリトール／（メタ）アクリル酸、フマル酸／トリメチロールエ
タン／（メタ）アクリル酸、フマル酸／トリメチロールプロパン／（メタ）アクリル酸、
フマル酸／グリセリン／（メタ）アクリル酸、フマル酸／ペンタエリスリトール／（メタ
）アクリル酸、イタコン酸／トリメチロールエタン／（メタ）アクリル酸、イタコン酸／
トリメチロールプロパン／（メタ）アクリル酸、イタコン酸／グリセリン／（メタ）アク
リル酸、イタコン酸／ペンタエリスリトール／（メタ）アクリル酸、無水マレイン酸／ト
リメチロールエタン／（メタ）アクリル酸、無水マレイン酸／トリメチロールプロパン／
（メタ）アクリル酸、無水マレイン酸／グリセリン／（メタ）アクリル酸、無水マレイン
酸／ペンタエリスリトール／（メタ）アクリル酸等を挙げることができる。
【００４０】
　分子中に少なくとも２個の（メタ）アクリロイルオキシ基を有する化合物のその他の例
としては、トリメチロールプロパントルイレンジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソ
シアネート、トリレンジイソシアネート、ジフェニルメタンジイソシアネート、キシレン
ジイソシアネート、４，４'－メチレンビス（シクロヘキシルイソシアネート）、イソホ
ロンジイソシアネート、トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート等のジイソシアネー
トの３量化により得られるポリイソシアネート１モル当たり、２－ヒドロキシエチル（メ
タ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシ－３
－メトキシプロピル（メタ）アクリレート、Ｎ－メチロール（メタ）アクリルアミド、Ｎ
－ヒドロキシ（メタ）アクリルアミド、１，２，３－プロパントリオール－１，３－ジ（
メタ）アクリレート、３－アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリ
レート等の活性水素を有するアクリル系モノマー３モル以上を反応させて得られるウレタ
ン（メタ）アクリレート；トリス（２－ヒドロキシエチル）イソシアヌル酸のジ（メタ）
アクリレート又はトリ（メタ）アクリレート等のポリ［（メタ）アクリロイルオキシエチ
レン］イソシアヌレート；エポキシポリ（メタ）アクリレート；ウレタンポリ（メタ）ア
クリレート；等を挙げることができる。ここで「（メタ）アクリ」とは、「メタクリ」ま
たは「アクリ」を意味する。
【００４１】
　このような硬化層は、上記重合体を構成する単量体単位、その他、必要に応じて、分子
中に１つの官能基を有する単量体単位、レベリング剤、導電性無機微粒子、導電性を有さ
ない無機微粒子、紫外線吸収剤、光安定剤等の各種添加剤や、樹脂等を含有していてもよ
い。これらの含有量としては、得られる硬化層の透明性の観点から、１０質量％以下が好
ましい。
【００４２】
　また、硬化層の表面は平坦でもマット状でもよい。
【００４３】
　硬化層の厚さとしては、１μｍ～１００μｍであることが好ましく、より好ましくは、
１μｍ～３０μｍである。硬化層の厚さが上記範囲であれば、樹脂積層体において、透明
性を有すると共に、優れた耐擦傷性を有するものとなる。
【００４４】
　硬化層を作製するには、前記化合物を含む硬化性混合物を硬化、重合することによる。
【００４５】
　この硬化性混合物を硬化する方法としては、硬化性混合物の薄膜を形成し、その後、電
子線、放射線、紫外線等の活性エネルギー線を照射して硬化する方法を挙げることができ
る。硬化性混合物の薄膜を形成するには低透湿層上にコーティング、スプレー、浸漬等に
より行うことができる。
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【００４６】
　ラジカル重合による重合体を含む硬化層を作製する場合、硬化性混合物は、上記ラジカ
ル重合性単量体と共に光開始剤を含有することが好ましく、この硬化性混合物から薄膜を
形成し、電子線、放射線、紫外線等の活性エネルギー線により硬化する方法を使用するこ
とが好ましい。光開始剤としては、前記低透湿層の作製の際の単量体の重合に用いる光開
始剤と同様のものを使用することができ、その使用量も、硬化性混合物中における含有量
が前記単量体混合物における光開始剤の含有量と同程度の量とすることができる。
【００４７】
　本発明における樹脂基材への低透湿層、硬化層の積層方法としては、樹脂基材へ直接低
透湿層、硬化層を順次形成する方法、低透湿層、硬化層が予め形成されたフィルム（転写
フィルム）を用いて接着層を介して樹脂基材へ転写する方法、型に予め硬化層、低透湿層
（以下、これらを併せて「低透湿積層膜」と呼ぶ。）を形成した後、樹脂基材となる単量
体組成物を注型重合し、重合終了後、型から剥離する方法などが挙げられる。特に、転写
フィルムにより型へ低透湿積層膜を形成した後、樹脂基材となる単量体組成物を注型重合
し、重合終了後、型から剥離する方法が好ましい。
【００４８】
　本発明の樹脂積層体は、低透湿層をアクリル系樹脂基材の少なくとも一面に有するもの
であり、硬化層は前記低透湿層上に有するものであればよい。具体的には、硬化層／低透
湿層／樹脂基材、硬化層／低透湿層／樹脂基材／低透湿層、硬化層／低透湿層／樹脂基材
／硬化層、硬化層／低透湿層／樹脂基材／低透湿層／硬化層等の層構造を有するものとす
ることができる。
【００４９】
　また、アクリル系樹脂基材上、アクリル系樹脂基材と低透湿層間、低透湿層と硬化層間
、硬化層上にその他の機能層を有していてもよい。機能層として、例えば、硬化層の表面
に設けられる反射防止層、防汚層、帯電防止層が挙げられ、またアクリル系樹脂基材と低
透湿層間に設けられる帯電防止性能、飛散防止性能等を有する中間層を挙げることができ
る。反射防止層を形成する場合、市販の反射防止用塗料を塗布、乾燥させて形成する方法
（湿式法）、蒸着法やスパッタリング法等の物理気相堆積法（乾式法）等を使用すること
ができる。
【００５０】
　本発明の表示装置は、上記樹脂積層体をその表示部の保護部材（前面板）として有する
ものである。表示装置としては、ＣＲＴ、液晶ディスプレイ、有機ＥＬディスプレイ、プ
ラズマディスプレイ、プロジェクションテレビ等の各種ディスプレイ、及び携帯電話、携
帯ミュージックプレイヤー、モバイルパソコン等の情報端末の情報表示部等を挙げること
ができる。
【実施例】
【００５１】
　以下、実施例により本発明を詳しく説明するが、本発明の技術的範囲はこれら実施例に
限定されるものではない。ここで、実施例、比較例で使用した化合物の略号は以下の通り
である。
ＭＭＡ　　：メタクリル酸メチル
ＭＡ　　　：アクリル酸メチル
ＡＩＢＮ　：２，２'－アゾビス（イソブチロニトリル）
Ｃ６ＤＡ　：１，６－ヘキサンジオールジアクリレート（大阪有機化学工業（株）製）
ＴＡＳ　　：コハク酸／トリメチロールエタン／アクリル酸のモル比１：２：４の
　　　　　　縮合混合物
ＢＥＥ　　：ベンゾインエチルエーテル（精工化学（株）製）。
【００５２】
　［実施例１］
［転写フィルムの作製］
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　剥離層付２５μｍ厚のＰＥＴフィルム（ＴＮ１００：東洋紡社製）の剥離層の上に塩化
ビニリデン共重合体を含有するエマルジョンのサランラテックス（Ｌ５３６Ｂ：旭化成ケ
ミカルズ（株）製）をバーコーダーを用いて乾燥後の膜厚が２μｍとなるように塗布し、
８０℃で１０分乾燥することにより低透湿層を有する転写フィルムを得た。低透湿層の厚
みは、乾燥前の塗布重量及び面積からウェット状態の膜厚を測定し、固形分濃度を乗じて
算出した値である。
【００５３】
　［低透湿積層膜の作製］
　型となるステンレス（ＳＵＳ３０４）板上に、ＴＡＳ５０質量部、Ｃ６ＤＡ５０質量部
、ＢＥＥ１．５質量部からなる紫外線硬化性混合物を塗布した。
【００５４】
　ステンレス板に形成させた紫外線硬化性混合物を含む塗膜上に、前記転写フィルムの低
透湿層側を型側に向けて前記転写フィルムを重ね、ＪＩＳ硬度４０°のゴムロールを用い
、紫外線硬化性混合物の硬化後の塗膜の厚みが１５μｍとなるように過剰な前記混合物を
しごき出しながら、気泡を含まないように圧着させた。
【００５５】
　紫外線硬化性混合物の硬化後の塗膜の厚みは、この紫外線硬化性混合物の供給量、展開
面積及び硬化時の収縮率から算出した。
【００５６】
　次いで、前記転写フィルムを介して出力４０Ｗの蛍光紫外線ランプ（ＦＬ４０ＢＬ：東
芝（株）製）の下２０ｃｍの位置を０．３ｍ／ｍｉｎのスピードで通過させて、紫外線硬
化性混合物の硬化を行った。
【００５７】
　その後、前記転写フィルムを剥離すると、低透湿層は全て、硬化層側へ転写していた。
次いで、ステンレス板の前記低透湿積層膜のある面を上にして、出力３０Ｗ／ｃｍの高圧
水銀灯の下２０ｃｍの位置を０．３ｍ／ｍｉｎのスピードで通過させて、硬化層をさらに
硬化させ、膜厚が１７μｍの低透湿積層膜を有する積層体を得た。積層体の膜厚は、得ら
れた製品の断面の微分干渉顕微鏡写真から測定して求めた。
【００５８】
　［樹脂積層体の作製］
　低透湿積層膜を有するステンレス板と、低透湿積層膜を有しないステンレス板をそれぞ
れ１枚ずつ用意し、一方のステンレス板の前記低透湿積層膜が内側になるように二枚のス
テンレス板を対向させ、周囲を軟質ポリ塩化ビニル製のガスケットで封じ、注型重合用の
鋳型を作製した。この鋳型内に、重量平均分子量２２００００のＭＭＡ重合物２０質量部
とＭＭＡ単量体８０質量部の混合物１００質量部、ＡＩＢＮ０．０５質量部、ジオクチル
スルフォサクシネートのナトリウム塩０．００５質量部からなる樹脂原料を注入し、対向
するステンレス板の間隔を１．６ｍｍにし、８０℃の水浴中で１時間、次いで１３０℃の
空気炉で１時間重合した。その後、冷却して、ステンレス板から重合して得られた樹脂板
を剥離することにより、片面に低透湿積層膜、すなわち表面に硬化層、内部に低透湿層を
有する板厚１ｍｍのアクリル樹脂積層体を得た。
【００５９】
　得られたアクリル樹脂積層体について、以下のようにして全光線透過率、ヘーズ、密着
性、透湿度、吸湿反りを測定した。結果を表１に示す。
【００６０】
　［全光線透過率及びヘーズ］
　日本電色製ＨＡＺＥ　ＭＥＴＥＲ　ＮＤＨ２０００（商品名）を用いてＪＩＳ　Ｋ７１
３６に示される測定法に準拠して、全光線透過率及びヘーズ値を測定した。
【００６１】
　［耐擦傷性］
　擦傷試験の前後におけるヘーズ値の変化（△ヘーズ）をもって耐擦傷性を評価した。即
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ち、＃０００のスチールウールを装着した直径２５．４ｍｍの円形パッドをアクリル樹脂
積層体の表面上に置き、９．８Ｎの荷重下で、２０ｍｍの距離を１００回往復擦傷し、擦
傷前と擦傷後のヘーズ値の差を下式（１）より求めた。
【００６２】
　　［△ヘーズ（％）］＝［擦傷後ヘーズ値（％）］－［擦傷前ヘーズ値（％）］　　（
１）
　［密着性］
　積層体をクロスカット試験（ＪＩＳ　Ｋ５６００－５－６）による観察に基づき、以下
の基準により評価した。
○：硬化塗膜層あるいは低透湿層の樹脂基材からの剥離無し。
×：硬化塗膜層あるいは低透湿層の樹脂基材からの剥離有り。
【００６３】
　［透湿度］
　低透湿層の透湿度は、モダンコントロール社製の透湿度測定装置ＰＥＲＭＡＴＲＡＮ　
Ｗ３／３０を用いて測定した。測定はＪＩＳ　Ｋ７１２９（赤外線センサ法）に準拠し、
温度４０℃、相対湿度９０％の条件下で行った。アクリルフィルム（アクリプレンＨＢＳ
０１０Ｐ：三菱レイヨン（株）製）（厚さ７５μｍ）上に前記転写フィルムの作製方法と
同様にして前記低透湿層として積層したものを測定用サンプルとした。測定用サンプルと
基材のアクリルフィルムの透湿度の測定値及び各層の膜厚より低透湿層の透湿度Ｂを次式
より算出した。
【００６４】
　Ｂ＝ＡＬ／（Ａ－Ｌ）
Ａ：基材の透湿度ｇ／（ｍ2・ｄａｙ）、Ｂ：低透湿層の透湿度ｇ／（ｍ2・ｄａｙ）、
Ｌ：積層体（測定サンプル）の透湿度ｇ／（ｍ2・ｄａｙ）
　［吸湿反り］
　得られたアクリル樹脂積層体から１００×１００ｍｍ切片を切り出し、６０℃で２４時
間真空乾燥した後、片面に真空蒸着装置で防湿層としてアルミニウム膜を蒸着し試験片を
作成した。低透湿層を片面のみに積層した積層体は低透湿層のない側に蒸着した。次いで
該試験片を６０℃、９０％相対湿度の条件下で２００時間保持し、その後２３℃、５０％
相対湿度の条件下で１００時間保持した。保持期間中、該試験片の４隅に対する中央部の
反り量を測定し、最大反り量を以下の基準により評価した。
○：中央部の反りが２ｍｍ未満。
×：中央部の反りが２ｍｍ以上。
【００６５】
　［実施例２］
　低透湿層の膜厚を４μｍとなるように塗布したこと以外は実施例１と同様に樹脂積層体
を作製し、全光線透過率、ヘーズ、密着性、透湿度、吸湿反りを測定した。結果を表１に
示す。
【００６６】
　［実施例３］
　低透湿層として塩化ビニリデン共重合体を含有するエマルジョンのサランラテックス（
Ｌ５４９Ｂ：旭化成ケミカルズ（株）製）を用いたこと以外は実施例１と同様に樹脂積層
体を作製し、全光線透過率、ヘーズ、密着性、透湿度、吸湿反りを測定した。結果を表１
に示す。
【００６７】
　［実施例４］
　低透湿層として、フッ化ビニリデン樹脂を含む樹脂組成物（Ｋｙｎａｒ　Ａｑｕａｔｅ
ｃ　ＲＣ－１０２０６（アルケマ製）；エマルジョン（固形分４８質量％）、フッ化ビニ
リデン樹脂／アクリル系樹脂＝７０／３０（質量比））１００質量部、ジプロピレングリ
コールメチルエーテル７．５質量部からなる混合物を用い、乾燥後の膜厚が１０μｍとな
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るように塗布したこと以外は実施例１と同様に樹脂積層体を作製し、全光線透過率、ヘー
ズ、密着性、透湿度、吸湿反りを測定した。結果を表１に示す。
【００６８】
　［実施例５］
　低透湿層の乾燥後の膜厚が２０μｍとなるように塗布したこと以外は実施例４と同様に
樹脂積層体を作製し、全光線透過率、ヘーズ、密着性、透湿度、吸湿反りを測定した。結
果を表１に示す。
【００６９】
　［実施例６］
　剥離層付２５μｍ厚のＰＥＴフィルム（ＴＮ１００：東洋紡製）の剥離層の上に形成す
る低透湿層として、トリシクロ環構造を有する１分子中に２個の（メタ）アクリロイルオ
キシ基を有する単量体（ＫＡＹＡＲＡＤ　Ｒ－６８４：日本化薬（株）製）１００質量部
、ダロキュア１１７３（チバ・ジャパン（株）製）５重量部からなる混合物をバーコータ
ーで塗布した。それを出力３０Ｗ／ｃｍの高圧水銀灯の下２０ｃｍの位置を０．３ｍ／ｍ
ｉｎのスピードで通過させて硬化させ、膜厚１５μｍの低透湿層を有する転写フィルムを
得た。転写フィルムの作製以外は実施例１と同様にして、樹脂積層体を作製し、全光線透
過率、ヘーズ、密着性、透湿度、吸湿反りを測定した。結果を表１に示す。
【００７０】
　［実施例７］
　低透湿層の乾燥後の膜厚が２０μｍとなるように塗布したこと以外は実施例６と同様に
樹脂積層体を作製し、全光線透過率、ヘーズ、密着性、透湿度、吸湿反りを測定した。結
果を表１に示す。
【００７１】
　［実施例８］
　樹脂積層体の作製において、低透湿積層膜を有するステンレス板を２枚用いたこと以外
は、実施例１と同様にして基材の両面に低透湿積層膜を有する樹脂積層体を作製し、全光
線透過率、ヘーズ、密着性、透湿度、吸湿反りを測定した。結果を表１に示す。なお、密
着性、透湿度は得られた樹脂積層体の一方の面飲みを評価した。
【００７２】
　［実施例９］
　低透湿層としてフッ化ビニリデン樹脂を含む樹脂組成物（Ｋｙｎａｒ　Ａｑｕａｔｅｃ
ＲＣ－１０２０６（アルケマ製））１００質量部、ジプロピレングリコールメチルエーテ
ル７．５質量部からなる混合物を用い、乾燥後の膜厚が１０μmとなるように塗布したこ
と以外は、実施例８と同様に樹脂積層体を作製し、全光線透過率、ヘーズ、密着性、透湿
度、吸湿反りを測定した。結果を表１に示す。
【００７３】
　［比較例１］
　低透湿層を設けないこと以外は実施例１と同様に樹脂積層体を作製し、全光線透過率、
ヘーズ、密着性、吸湿反りを測定した。結果を表１に示す。
【００７４】
　［比較例２］
　低透湿層を設けないこと以外は実施例８と同様に樹脂積層体を作製し、全光線透過率、
ヘーズ、密着性、吸湿反りを測定した。結果を表１に示す。
【００７５】
　［比較例３］
　樹脂積層体の作製において、低透湿積層膜を有しないステンレス板を２枚用いたこと以
外は、実施例１と同様に樹脂板（アクリル樹脂機材のみ）を作製し、全光線透過率、ヘー
ズ、密着性、吸湿反りを測定した。結果を表１に示す。
【００７６】
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【表１】

【００７７】
　結果から、実施例においては、得られたアクリル樹脂積層体の全光線透過率は高く、ヘ
ーズは低く透明性に優れていた。更に、異物による外観欠陥、干渉模様もなく、良好な外
観を有するものであった。また、吸湿反り試験後の反りも小さく、擦傷後のヘーズ増分は
全くなく、吸湿による形状変化が小さく、耐擦傷性に優れるものであった。また、硬化層
や低透湿層の密着性も良好であった。
【００７８】
　比較例１、２においては、透明性に優れ、外観は良好であり、耐擦傷性に優れるものの
、吸湿反りは大きく、大きく変形した。比較３においては、透明性に優れ、外観は良好で
あるが、吸湿反りは大きく、また、耐擦傷性は不良であった。
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